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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔内を撮像する内視鏡と、前記内視鏡からの撮像信号データを信号処理する信号処理
装置を有し、前記内視鏡と信号処理装置は着脱可能である内視鏡装置において、
　前記信号処理装置は、
　前記内視鏡からの撮像信号データに対し所定の信号処理を施して外部モニタに出力する
映像処理回路と、
　前記内視鏡を使用するユーザを識別するための識別情報及びユーザ毎に設定される表示
設定情報を入力する入力手段と、
　前記入力手段により入力された前記識別情報及び前記表示設定情報を一時的に記憶する
一時的記憶部と、
　前記映像処理回路を制御するものであって、前記一時的記憶部に記憶した前記表示設定
情報に基づいて前記映像処理回路を制御して前記外部モニタの表示設定を行うとともに、
前記一時的記憶部に記憶した前記識別情報及び前記表示設定情報を前記内視鏡側に出力す
る信号処理装置側制御部と、を備え、
　前記内視鏡は、
　前記信号処理装置側制御部によって出力された前記識別情報及び前記表示設定情報を記
憶する記憶部と、
　前記識別情報と前記表示設定情報とを関連づけて前記記憶部に記憶させる内視鏡側制御
部と、を備えたことを特徴とする内視鏡装置。
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【請求項２】
　前記内視鏡側制御部は、前記記憶部に記憶された前記識別情報の中から所望のユーザに
関連する識別情報とこの識別情報に関連する表示設定情報を読み出して前記信号処理装置
側に出力し、
　前記信号処理装置側制御部は、前記内視鏡側制御部によって出力された前記識別情報及
び前記表示設定情報を前記一時的記憶部に一時的に記憶すると共に、前記識別情報に対応
する前記設定情報に基づき、前記映像処理回路を制御して前記外部モニタの表示設定を行
うことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記入力手段は、前記内視鏡を使用する前記ユーザの識別情報または点検及び修理の来
歴情報の少なくとも一方を入力し、
　前記内視鏡側制御部は、前記ユーザの識別情報及び前記来歴情報を前記記憶部に記憶さ
せることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記内視鏡側制御部は、前記記憶部に前記ユーザの識別情報が記憶されているか否かを
確認し、記憶されていない場合には、前記信号処理装置の前記入力手段から入力された前
記ユーザの識別情報を前記記憶部に記憶するように制御することを特徴とする請求項３に
記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体内に挿入され撮像等を行う内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための設定情報を、内視鏡側で記憶する
手段を有する内視鏡装置が提案されている。　
　例えば、特開平９－１１３８２０号公報では、電子内視鏡側に、被観察画像の表示色に
関する固有データを記憶するメモリを設け、コントロールユニット側で調整された固有デ
ータを前記電子内視鏡側にあるメモリに記憶する。　
　また、特公平８－２２２７２号公報では、内視鏡本体に、少なくとも撮像して表示する
際の設定条件として必要な諸情報を記憶する書き換え可能な記憶部を設け、ビデオプロセ
ス側の記憶部制御手段により、前記諸情報の読み出し、書き込みを行う。　
　その他、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための設定情報を信号処理装置側に記
憶する内視鏡装置も、提案されている。
【特許文献１】特開平９－１１３８２０号公報
【特許文献２】特公平８－２２２７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、複数のユーザがいる病院施設においては、同一のスコープに対して複数のユー
ザが使用する事が多い。　
　ところが、複数のユーザが、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための設定情報を
、内視鏡側に記憶する場合、前述した従来例では、以下の手段を行う事ができない。　
ａ．同一の内視鏡に、複数のユーザ毎に、前記設定情報を記憶すること。　
ｂ．前記内視鏡から、前記設定情報を、ユーザ毎に読み出すこと。　
　そのため、あるユーザが、１つの内視鏡に前記設定情報を記憶しても、別のユーザが同
一のスコープを使う際には、前記設定情報を上書きして新しい設定情報を記憶してしまう
ため、ユーザは、各自で記憶した設定情報を読み出す事ができず、問題であった。
【０００４】
（発明の目的）
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　本発明は、上述した点に鑑みてなされたもので、複数のユーザが同一の内視鏡を使用し
た場合でも、ユーザ毎の情報の記憶が可能である内視鏡装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、体腔内を撮像する内視鏡と、前記内視鏡からの撮像信号データを信号処理す
る信号処理装置を有し、前記内視鏡と信号処理装置は着脱可能である内視鏡装置において
、前記信号処理装置は、前記内視鏡からの撮像信号データに対し所定の信号処理を施して
外部モニタに出力する映像処理回路と、前記内視鏡を使用するユーザを識別するための識
別情報及びユーザ毎に設定される表示設定情報を入力する入力手段と、前記入力手段によ
り入力された前記識別情報及び前記表示設定情報を一時的に記憶する一時的記憶部と、前
記映像処理回路を制御するものであって、前記一時的記憶部に記憶した前記表示設定情報
に基づいて前記映像処理回路を制御して前記外部モニタの表示設定を行うとともに、前記
一時的記憶部に記憶した前記識別情報及び前記表示設定情報を前記内視鏡側に出力する信
号処理装置側制御部と、を備え、前記内視鏡は、前記信号処理装置側制御部によって出力
された前記識別情報及び前記表示設定情報を記憶する記憶部と、前記識別情報と前記表示
設定情報とを関連づけて前記記憶部に記憶させる内視鏡側制御部と、を備えたことを特徴
とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、複数のユーザが同一の内視鏡を使用した場合でも、ユーザ毎の情報の
記憶が可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
【実施例１】
【０００８】
　図１ないし図８は本発明の実施例１に係り、図１は実施例１を備えた内視鏡システムの
構成図、図２は図１における通信機能を備えた画像処理装置を含む内視鏡装置の構成図、
図３は内視鏡内の電源ＯＮ後の立ち上げ時の動作を示すフローチャート、図４は通信機能
を有する画像処理装置又は洗浄装置からシリアルインターフェースで受信したデータの処
理動作を示すフローチャート、図５は内視鏡の通電回数を累積する動作のフローチャート
、図６は内視鏡からシリアルインターフェースで送信され、通信機能を有する画像処理装
置に受信された受信データの処理動作を示すフローチャート、図７は通信機能を有する画
像処理装置からシリアルインターフェースで送信する処理動作のフローチャート、図８は
通電回数を判定する処理動作のフローチャートを示す。
【０００９】
　図１に示す内視鏡システム１は内視鏡２と、この内視鏡２に接続可能な周辺機器（周辺
装置）として例えば、内視鏡２と通信する機能を有する画像処理装置３Ａ、及び通信機能
を有さない画像処理装置３Ｂ、内視鏡２と通信する機能を有する洗浄装置３Ｃと、画像処
理装置３Ａ或いは画像処理装置３Ｂに接続されるモニタ４とから構成され、内視鏡検査或
いは内視鏡診断を行う場合には内視鏡２に画像処理装置３Ａを接続し、この画像処理装置
３Ａにさらにモニタ４を接続した構成の内視鏡装置として或いは内視鏡２に画像処理装置
３Ｂを接続し、この画像処理装置３Ｂにさらにモニタ４を接続した構成の内視鏡装置とし
て行う。　
　また、内視鏡検査或いは診断を行った後には、内視鏡２に洗浄装置３Ｃを接続して内視
鏡２を洗浄する。
【００１０】
　この内視鏡２は通信機能２ａを有し、この通信機能２ａにより、接続された周辺装置か
ら送られた装置判別のデータ等から、装置判別機能２ｂによって内視鏡検査或いは診察時
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に使用される周辺装置であるか否かを判別し、内視鏡検査或いは診察時に使用される周辺
装置であると判別した場合には記憶部２ｃで使用回数を１累積し、内視鏡検査或いは診察
時以外で使用される周辺装置であると判別した場合には使用回数を変更しないようにする
。
【００１１】
　具体的には、上記２つの画像処理装置３Ａ、３Ｂは内視鏡検査或いは診断時に使用され
るため、内視鏡２が２つの画像処理装置３Ａ、３Ｂのいずれと接続された時にも、通電さ
れた回数は使用回数として累積するようにする。
【００１２】
　一方、洗浄装置３Ｃなどの通信機能を有する、画像処理装置３Ａ以外の周辺装置では、
内視鏡２から通電回数などのデータを受信するが、内視鏡検査或いは診断時以外に使用す
るため、その通電回数を使用回数として累積しない。　
　図２は、本発明の実施例１の内視鏡２と、これに接続された例えば通信機能を備えた画
像処理装置３Ａ及びモニタ４とからなる内視鏡装置５の具体的な構成を示す。
【００１３】
　内視鏡２は、被検体を撮像して電気信号に変換するために挿入部６の先端に配置された
対物レンズ７及び固体撮像素子としてのＣＣＤ８、画像処理装置３Ａ内のＣＣＤ駆動電源
９から供給されたＣＣＤ駆動電圧を所望の電圧に変換するレギュレータ１１、内視鏡２の
種類・ＣＣＤ８の種類・累積された通電回数などの内視鏡２に関連する複数のデータを記
憶保持するＥＥＰＲＯＭ又はフラッシュＲＯＭなどの書き換え可能な不揮発性メモリ１２
、通電回数の累積を行う処理、前記複数のデータを画像処理装置３Ａへシリアルインター
フェースで送受信する通信処理、前記複数のデータを前記不揮発性メモリ１２に書き込み
又は読み出しを行う処理などの複数の演算処理を行い、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ウォッチドッグ
タイマ（ＷＤＴ）、シリアル通信コントローラ（ＳＩＯ）、パラレル通信コントローラ（
ＰＩＯ）、カウンタ（ＣＴＣ）などを内蔵したワンチップマイコンであるＣＰＵ１３、前
記複数のデータを１本の信号線で送受信を行なうために、ＣＰＵ１３によって制御され、
送信側か受信側かを切替えるためのセレクタ１５、ＣＰＵ１３及び不揮発性メモリ１２の
誤動作を防ぐため、電源電圧の変動、低下を検出してリセット信号を出力する電源電圧検
出器１６、及び着脱自在で接続するためのコネクタ１７、照明光を伝送して先端面から出
射する図示しないライトガイドなどから構成されている。
【００１４】
　又、画像処理装置３Ａは、内視鏡２内のＣＣＤ８に電源を供給するためのＣＣＤ駆動電
源９、前記ＣＣＤ８により光電変換された映像信号の画像処理を行う映像信号処理回路１
８、複数の演算処理を行うＣＰＵ２１、ＣＰＵ２１を動作させるプログラム及び前記内視
鏡２からシリアルインターフェースで送信された複数のデータを記憶保持する書き換え可
能なＲＯＭ２２、演算用メモリＲＡＭ２３、内視鏡２に複数のデータをシリアルインター
フェースで通信するために、前記複数のデータをシリアル変換して送受信を行なうシリア
ル通信コントローラ（ＳＩＯ）２４、パラレル通信コントローラ（ＰＩＯ）２５、ＣＰＵ
２１の暴走を防止するためのウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ）２６、カウンタタイマ（Ｃ
ＴＣ）２７、映像信号処理回路１８により映像処理された内視鏡画像及び患者データ・日
時・コメントなどの表示を制御する表示コントローラ２８、表示コントローラ用メモリで
ある表示メモリ２９、映像信号処理回路１８からの内視鏡画像と、表示コントローラ２８
から出力される患者データ・日時・コメントの表示データを切り替える映像信号切替回路
３０、映像信号切替回路３０の切替え制御を行う制御信号生成回路３１、患者データ・コ
メントなどを入力するキーボード３２、前記画像処理装置３Ａの操作を行う操作パネル３
３、ＬＥＤ３４、ブザー３５、コネクタ３６及び図示しない調光制御部及び光源部等から
構成される。
【００１５】
　前記映像信号切替回路３０からの出力はモニタ４により表示され、内視鏡２と画像処理
装置３Ａはケーブル３７により接続されている。　
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　なお、前記図１の画像処理装置３Ｂ内の構成は、例えば前記画像処理装置３Ａ内の構成
のうち、内視鏡２とシリアルインターフェースで通信を行う部分を除いたものであり、ま
た、洗浄装置３Ｃ内の構成は、例えば前記画像処理装置３Ａ内の構成のうち、映像処理回
路１８など映像関連部分を除いたものであるが、両方とも、ＣＣＤ駆動電源９は有し、内
視鏡２に電源供給を行う。
【００１６】
　続いて、本発明の実施例１の動作について図３～５の内視鏡２内の動作及び図６～８の
画像処理装置３Ａ内の動作のフローチャートを参照して説明する。　
　まず、内視鏡２が画像処理装置３Ａと接続してから電源ＯＮ時、又は内視鏡２が、電源
ＯＮしている画像処理装置３Ａと接続する時には、図２に示す画像処理装置３Ａ内のＣＣ
Ｄ駆動電源９からコネクタ１７，３６，ケーブル３７を経由して内視鏡２側に電圧が供給
され、ＣＣＤ８により被検体の撮像が始まると共に、レギュレータ１１で所望の電圧に変
換された電圧がＣＰＵ１３、不揮発性メモリ１２、電源電圧検出器１６、セレクタ１５に
供給され、ＣＰＵ１３の内部にあるＲＯＭに格納されたプログラムよりＣＰＵ１３が起動
する。
【００１７】
　ＣＰＵ１３は、前記プログラムにより、ＣＰＵ１３及びＣＰＵ１３内部のＳＩＯ、ＰＩ
Ｏ、ＷＤＴ、ＣＴＣの初期化などの初期設定を行った後（図３のステップＳ１参照）、内
視鏡２と接続された装置を判別するために、装置の判別データ要求コマンドをＣＰＵ１３
内のＳＩＯからセレクタ１５を経由して、画像処理装置３Ａに送信し（図３のステップＳ
２）、一定時間待機する（図３のステップＳ３）。
【００１８】
　画像処理装置３Ａは、図２の構成により、内視鏡画像表示処理、画質調整処理、患者デ
ータ（ＩＤ．Ｎｏ，患者名、性別、生年月日、年齢など）及びコメントデータの管理（登
録・読み出し）、キーボード３２・操作パネル３３・ＬＥＤ３４・ブザー３５の制御など
を行っているが、内視鏡２から送信された判別データ要求コマンドが受信されると、図６
のステップＳ１９に示すように、判別データ要求コマンドであるかの判断で、判別データ
要求コマンドである事を認識すると、接続されている装置が画像処理装置３Ａである事を
示す判別データを送信する（図６のステップＳ２０）。
【００１９】
　内視鏡２は、画像処理装置３Ａから送信された判別データを前記一定時間内に受信した
かを判断し（図３のステップＳ４）、この一定時間内に判別データを受信すると、ＣＰＵ
１３内のＲＯＭ、ＲＡＭ又は、不揮発性メモリ１２に記憶しておく。
【００２０】
　次に、画像処理装置３Ａから、図７に示すように内視鏡情報要求コマンドが内視鏡２に
送信される（ステップＳ２４）と共に、通電回数要求コマンドが内視鏡２に送信される（
ステップＳ２５）。
【００２１】
　前記コマンド（内視鏡情報＆通電回数要求コマンド）を受信した内視鏡２は、図４に示
すようにこのコマンドであることを判断し（ステップＳ９）、さらに（図３のステップＳ
４により）前記受信した判別データから、接続装置が画像処理装置３Ａである事を認識し
（ステップＳ１０）、内視鏡情報（内視鏡種類・ＣＣＤ情報・内視鏡２のシリアルＮｏな
ど）及び累積した通電回数データを画像処理装置３Ａに送信した後（ステップＳ１２）、
通電回数を＋１累積して（ステップＳ１３）データ受信の処理を終了する。
【００２２】
　なお、通電回数を累積する動作（ステップＳ１３）は、前記内視鏡情報＆通電回数デー
タを送信する処理（つまりステップＳ１２）の前に行ってもよく、図３で判別データを受
信した（ステップＳ４）後に、判別データから画像処理装置３Ａである事を認識し、通電
回数を累積する動作を行っても良い。
【００２３】
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　通電回数を累積するためには、図５に示すように、まず不揮発性メモリ１２から、前回
までの累積された通電回数を読み出し（ステップＳ１５）、ＣＰＵ１３により、通電回数
を＋１累積した後（ステップＳ１６）、不揮発性メモリ１２に累積された通電回数を書き
込む処理を行う（ステップＳ１７）。
【００２４】
　内視鏡２より送出された、前記内視鏡情報及び通電回数データを受信した画像処理装置
３Ａは図６のステップＳ２１に示すように受信したデータが内視鏡情報＆通電回数データ
であるかを判断し、内視鏡情報＆通電回数データであると判断すると、前記受信したデー
タより通電回数データ判定を行う（ステップＳ２２）。
【００２５】
　この通電回数データ判定の処理は、図８に示すように前記受信した内視鏡情報から判定
値を決定し、前記受信した通電回数と判定値との比較を行い（ステップＳ２７）、例えば
通電回数が前記判定値以上の場合には、図２の画像処理装置３Ａ内にあるＣＰＵ２１、表
示コントローラ２８、表示メモリ２９、制御信号生成回路３１及び映像信号切替回路３０
により、点検時期である事をモニタ４に表示し（ステップＳ２８）、ブザー３５を鳴らし
（ステップＳ２９）、ＬＥＤ３４を点灯又は、点滅する（ステップＳ３０）。
【００２６】
　これより、使用者は内視鏡２の点検時期を知る事が可能である。なお、前記点検時期を
知らせる手段は、前記複数の手段の内１つ又は２つだけ行ってもよい。　また、内視鏡２
から受信した通電回数データは、キーボード３２又は操作パネル３３からの指示により、
ＣＰＵ２１、表示コントローラ２８、表示メモリ２９、制御信号生成回路３１及び映像信
号切替回路３０を制御する事で、前記通電回数データをモニタ４に表示しても良い。
【００２７】
　一方、内視鏡２が洗浄装置３Ｃと接続された時には、洗浄装置３Ｃの電源ＯＮ後、画像
処理装置３Ａと接続した場合と同様に、洗浄装置３Ｃは、接続装置が洗浄装置３Ｃである
事を示す判別データの送信を行う。その後、内視鏡２は、図４のステップＳ１０で画像処
理装置以外の装置である事を判別し、前記内視鏡情報及び通電回数データを装置３６に送
信し（ステップＳ１１）、この場合には通電回数を累積しないでデータ受信の処理を終了
する。
【００２８】
　なお、図４において、画像処理装置３Ａ以外の装置である事を判別する動作（ステップ
Ｓ１０）は、図３の、判別データ受信後に（ステップＳ４の後に）行っても良い。
【００２９】
　他方、内視鏡２が通信機能を有しない画像処理装置３Ｂと接続時には、内視鏡２は判別
データ要求コマンドを送信する（ステップＳ２）が、前記画像処理装置３Ｂは判別データ
を送信する機能を有さないため、内視鏡２は判別データを受信しない。
【００３０】
　内視鏡２は、図２のステップＳ３で一定時間待機後、判別データが受信されなかった場
合は（ステップＳ４）、くり返し回数ｎをダウンカウント後（ステップＳ６）、再び判別
データ要求コマンドを送信し（ステップＳ２）、前記コマンド送信をｎ回行ってｎが０に
なった時（ステップＳ５）、画像処理装置３Ｂと接続したとみなし、通信回数を累積する
（ステップＳ７）。
【００３１】
　このように、本実施例によれば、比較的簡単な構成で、内視鏡２に接続された周辺装置
を判別する事により、通電回数の累積をするかしないか決定し、これより内視鏡２が内視
鏡診察（内視鏡検査）に使用された時のように使用の回数として積算（累積）しなければ
ならないような所望とする使用時の回数を正確に求める事ができる。
【００３２】
　また、通信機能を有する画像処理装置３Ａと接続時には、この画像処理装置３Ａにおい
て、累積された通電回数から点検時期を判別し、点検時期をモニタ４に表示、ブザー３５
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、ＬＥＤ３４或いはランプの点灯又は点滅等で知らせる事により、使用者は点検時期を知
る事ができる。
【実施例２】
【００３３】
　次に、本発明の実施例２について説明する。図９～１３は、本発明の第２実施の形態の
動作を示すフローチャートであり、図９，１０，１３は内視鏡２内の動作を示し、図９は
内視鏡２内の電源ＯＮ後の立ち上げ動作を示すフローチャート、図１０は画像処理装置３
Ａ又は装置３Ｃからシリアルインターフェースで受信した複数のデータ要求コマンドに対
する処理動作を示すフローチャート、図１３は通電回数を判別し判別結果を決定する処理
動作を示すフローチャートである。
【００３４】
　図１１、１２は、画像処理装置３Ａ内の動作を示し、図１１は内視鏡２から送信された
複数のデータをシリアルインターフェースで受信した時の前記複数のデータの処理動作を
示すフローチャートであり、図１２は、前記画像処理装置３Ａから内視鏡２にシリアルイ
ンターフェースで送信する場合の処理動作を示すフローチャートである。
【００３５】
　まず、内視鏡２が画像処理装置３Ａと接続時には、実施例１と同様に、画像処理装置３
Ａ内のＣＣＤ駆動電源９から電源を供給された内視鏡２は、図９に示すように初期設定後
（ステップＳ３１）、一定時間待機する（ステップＳ３２）。
【００３６】
　画像処理装置３Ａは、内視鏡２のコネクタ１７にある図示しない複数のスコープ検知ピ
ンにより、内視鏡２が画像処理装置側と接続した事を検知した後、前記一定時間内に、カ
ウント要求コマンド、内視鏡情報要求コマンド、通電回数要求コマンド、データ判定結果
要求コマンドなどのコマンドデータを送信する（ステップＳ５３）。
【００３７】
　なお、装置側が、内視鏡２と接続した事を検知する手段は、コネクタ１７にある検知ピ
ンとケーブル３７及びコネクタ３６との機械的接触によるものでも良く、検知ピンからケ
ーブル３７を経由してコネクタ３６に供給される電圧レベルにより検知しても良い。
【００３８】
　コマンドデータを受信した内視鏡２は接続している装置が、通信機能を有する装置（３
Ａ又は３Ｃ）である事を判断する。そして受信したコマンドデータが、カウント要求コマ
ンドの場合（ステップＳ３７）は、画像処理装置３Ａと接続したと判断し、通電回数を累
積する（ステップＳ３８）。
【００３９】
　また、受信したコマンドデータが内視鏡情報又は通電回数要求コマンドの場合（ステッ
プＳ３９）は、内視鏡情報又は通電回数データを送信し、（ステップＳ４０）、通電回数
判定結果要求コマンドの場合（ステップＳ４１）は通電回数の判定処理（ステップＳ４２
）の後、判定結果データを送信する（ステップＳ４３）。この通電回数を累積する方法は
実施例１の図５のフローチャートと同じである。
【００４０】
　ステップＳ４２の通電回数を判定する動作は図１３に示され、不揮発性メモリ１２から
通電回数を読み出し（ステップＳ５７）、その通電回数を内視鏡の種類、ＣＣＤ種類及び
スコープ個々の特性により決定される判定値と比較し（ステップＳ５８）、例えば通電回
数が判定値以上の場合は、判定結果を１とし（ステップＳ６０）、点検時期である事を示
す。　
　一方、例えば判定値未満の場合は、判定結果を０とし（ステップＳ５９）、点検時期で
ない事を示す。
【００４１】
　内視鏡２から送信された前記内視鏡情報、通電回数データ、及び判定結果は画像処理装
置３Ａに受信され、図１１に示すように内視鏡情報又は通電回数データであるかの判断（
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ステップＳ４５）の後、これに該当する場合にはＲＯＭ２２又はＲＡＭ２３などのメモリ
に記憶される（ステップＳ４６）。
【００４２】
　また、判定結果データの判断（ステップＳ４７）により、判定結果データである場合に
は、判定結果が１かの判断（ステップＳ４８）を行い、判定結果が１である場合は、第１
実施の形態と同様に、点検時期である事をモニタに表示（ステップＳ４９）、ブザー３５
を鳴らし（ステップＳ５０）、ＬＥＤ３４を点灯又は、点滅する（ステップＳ５１）。
【００４３】
　これより、使用者は内視鏡２の点検時期を知る事が可能である。なお、前記点検時期を
知らせる手段は、前記複数の手段の内１つ又は２つだけ行ってもよい。
【００４４】
　なお、前記通電回数データ判定処理は、前記内視鏡２から判定結果データを送信する方
法の他、実施例１の図８に示すように、内視鏡２から受信した通電回数データにより、画
像処理装置３Ａ側で判定処理すべてを行う方法でも良い。
【００４５】
　また、画像処理装置３Ａから送信されるカウント要求コマンド＆内視鏡情報＆通電回数
要求コマンド、及び判定結果要求コマンドデータは、いずれか１つだけ送信してもよい。
　一方、内視鏡２が洗浄装置３Ｃと接続時には、画像処理装置３Ａと接続した場合と同様
に、洗浄装置３Ｃは接続装置が洗浄装置３Ｃは内視鏡情報要求コマンド、通電回数要求コ
マンド、データ判定結果要求コマンド等のコマンドデータを送信するが、カウント要求コ
マンドは、送信しない。
【００４６】
　コマンドデータを受信した内視鏡２は、接続している装置が、通信機能を有する装置で
ある事を判断すると共に、カウント要求コマンドを受信しない事から（ステップＳ３７）
、洗浄装置３Ｃと接続したと判断し、通電回数の累積は行わない。その他のコマンドデー
タに対する処理は実行する（ステップＳ３９～Ｓ４３）。
【００４７】
　他方、内視鏡２が通信機能を有しない画像処理装置３Ｂと接続時には、内視鏡２は電源
ＯＮ後、一定時間待機するが（図９のステップＳ３２）、この画像処理装置３Ｂはデータ
を送信する機能を有さないため、内視鏡２は、一定時間待機後のデータ受信の判断（ステ
ップＳ３３）の際にデータが受信されず、接続装置が画像処理装置３Ｂとみなし、一定時
間経過後（ステップＳ３４）、通電回数を累積する（ステップＳ３５）。
【００４８】
　このように、本実施例によれば、内視鏡２に接続された周辺装置を判別する事により、
通電回数の累積をするかしないか決定し、これより所望の内視鏡２の使用回数を知る事が
できる。
【００４９】
　また、通電回数の累積を一定時間経過後に行う事により、例えば前記内視鏡２と接続し
た周辺装置の動作確認を行うため前記周辺装置とを電源ＯＮ後すぐに電源ＯＦＦするよう
な場合には、前記一定時間以内に電源ＯＦＦになるため、通電回数を累積しない。
【００５０】
　また、通信機能を有する画像処理装置３Ａと接続時には、内視鏡２において、累積され
た通電回数から点検時期を判別して、判定結果を画像処理装置３Ａに送信し、画像処理装
置３Ａにおいて、前記判定結果から点検時期をモニタ４に表示、ブザー３５、ＬＥＤ３４
又はランプの点灯又は点滅等で知らせる事により、使用者は点検時期を知る事ができる。
　なお、前記実施例１及び実施例２において、内視鏡２及び画像処理装置３Ａが前記複数
のデータ及びコマンドを送受信する場合、正常に送信が行われた事を確認する方法として
、前記データ及びコマンドを受信した側が、正常に送信されたかを示すために、何らかの
応答コマンドを送信側に送り返してもよい。
【００５１】



(9) JP 4343881 B2 2009.10.14

10

20

30

40

50

　また、接続装置を判別する手段は、前記接続装置が前記データを内視鏡２に送信する方
法の他、接続装置側のコネクタの形状によって接続装置の判別を行ってもよく、前記２つ
の判別方法を併用してもよい。
【００５２】
　また、内視鏡２内のＣＰＵ１３、レギュレータ１１、電源電圧検出器１６、不揮発性メ
モリ１２、セレクタ１５に電圧を供給するための電源は、ＣＣＤ駆動電源９の他、前記内
視鏡２と接続する複数の装置内に独自の電源を用意してもよい。　
　また、内視鏡２は、電子内視鏡の他、イメージガイドを使用した光学式内視鏡（ファイ
バスコープ）であってもよい。
【００５３】
　以上説明したように、第１及び実施例２によれば、内視鏡２と接続した周辺装置を判別
する手段により、特定の周辺装置を判別した場合のみ、通電回数を累積し、内視鏡２側に
設けた不揮発性メモリ１２に記憶する。
【００５４】
　一方、前記内視鏡２の点検時期に関する情報と前記内視鏡２側の不揮発性メモリ１２に
記憶された通電回数から点検時期を判定し、判定結果を表示、警報、点灯、又は点滅して
、点検時期を知らせる。
【００５５】
　これより、構成が容易であり、かつ、例えば内視鏡２が診察時に使用された時のみ、使
用回数を累積可能であるため、所望の使用状態時の回数を正確に得る事ができ、よって所
望の点検時期を正確に知る事ができる。
【実施例３】
【００５６】
　図１４は、本発明の実施例３を備えた内視鏡装置５′における内視鏡２及び画像処理装
置３の詳細な構成を示すブロック図である。　
　この内視鏡２は、被検体を撮像して電気信号に変換するために挿入部６の先端に配置さ
れた対物レンズ７及びその結像位置に配置された固体撮像素子として例えばＣＣＤ８を有
する電子内視鏡であり、この内視鏡２はさらに、画像処理装置３内のＣＣＤ駆動電源９か
ら供給されたＣＣＤ駆動電圧を所望の電圧に変換するレギュレータ１１、複数のデータを
記憶保持するＥＥＰＲＯＭ又はフラッシュＲＯＭなどの書き換え可能な不揮発性メモリ１
２、前記複数のデータを画像処理装置３へシリアルインターフェースで送受信する通信処
理、前記複数のデータを前記不揮発性メモリ１２に書き換え又は読み出しを行う処理など
の複数の演算処理を行い、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ）、シリアル
通信コントローラ（ＳＩＯ）、パラレル通信コントローラ（ＰＩＯ）、カウンタ（ＣＴＣ
）などを内蔵したワンチップマイコンであるＣＰＵ１３、前記複数のデータを１本の信号
線１４の送受信を行なうために、ＣＰＵ１３によって制御され、送信側か受信側かを切替
えるためのセレクタ１５、ＣＰＵ１３及び不揮発性メモリ１２の誤動作を防ぐため、電源
電圧の変動、低下を検出してリセット信号を出力する電源電圧検出器１６、及びコネクタ
１７、図示しないライトガイドなどから構成されている。
【００５７】
　又、画像処理装置３は、内視鏡２内のＣＣＤ８に電圧を供給するためのＣＣＤ駆動電源
９、前記ＣＣＤ８により光電変換された映像信号の画像処理を行なう映像信号処理回路１
８、複数の演算処理を行うＣＰＵ２１、ＣＰＵ２１を動作させるプログラム及び前記内視
鏡２からシリアルインターフェースで送信された複数のデータを記憶保持する書き換え可
能なＲＯＭ２２、演算用メモリＲＡＭ２３、内視鏡２に複数のデータをシリアルインター
フェースで通信するために、前記複数のデータをシリアル変換して送受信を行うシリアル
通信コントローラ（ＳＩＯ）２４、パラレル通信コントローラ（ＰＩＯ）２５、ＣＰＵ２
１の暴走を防止するためのウォッチドッグタイマ（ＷＤＴ）２６、カウンタタイマ（ＣＴ
Ｃ）２７、映像信号処理回路１８により映像処理された内視鏡画像及びユーザ名・患者デ
ータ・日時・コメントなどの表示を制御する表示コントローラ２８、表示コントローラ用
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メモリである表示メモリ２９、映像信号処理回路１８からの内視鏡画像と、表示コントロ
ーラ２８から出力されるユーザ名・患者データ・日時・コメントの表示データを切り替え
る映像信号切替回路３０、映像信号切替回路３０の切替え制御を行う制御信号生成回路３
１、ユーザ名・患者データ・コメントなどを入力するキーボード３２、ユーザ名表示スイ
ッチ・表示設定パラメータ記憶スイッチ、表示設定パラメータリードスイッチ・表示設定
選択スイッチなどの前記画像処理装置３の操作を行うスイッチ及び、画像のＲ及びＢのゲ
イン調整スイッチ・画像拡大率切り替えスイッチ・画像強調レベル切り替えスイッチ・子
画面表示スイッチなど映像信号を適切に表示するために必要な、表示設定パラメータの設
定を行うためのスイッチを有する操作パネル３３、ＬＥＤ３４、ブザー３５、コネクタ３
６及び図示しない調光制御部及び光源部から構成される。　
　前記映像信号切替回路３０からの信号はモニタ４に出力され、内視鏡２と画像処理装置
３はケーブル３７により接続されている。
【００５８】
　図１５は、本実施例における映像処理回路１８の詳細を示すブロック図である。内視鏡
２から伝送された映像信号は、Ａ／Ｄ変換部４０により、Ａ／Ｄ変換した後、拡大部４１
で、内視鏡画像の拡大処理を行い、画像処理部４２で、例えば、映像信号のＲ及びＢのゲ
イン調整、又は、輪郭強調などの、色調調整及び強調処理を行う。
【００５９】
　その後、子画面合成部４３で、内視鏡画像の子画面を作成して合成を行い、Ｄ／Ａ変換
部４４により、Ｄ／Ａ変換を行う。また、映像処理回路１８内の各画像処理手段（つまり
拡大部４１，画像処理部４２，子画面合成部４３）は、ＣＰＵ２１からの制御信号により
制御され、ＲＡＭ２３に格納された拡大率・Ｒ及びＢのゲイン・画像強調・子画面表示Ｏ
Ｎ／ＯＦＦなどの各表示設定パラメータに基づき、表示画面の設定が行われる。
【００６０】
　図１６は、操作パネル３３にある複数の表示設定パラメータのうち、映像信号のＲ及び
Ｂ信号のゲイン調整を行うためのスイッチの一例を示す。４５，４６はＲ（赤の色信号）
のゲインを増加及び減少させるためのスイッチ、４７，４８は、Ｂ（青の色信号）のゲイ
ンを増加及び減少させるためのスイッチであり、４９，５０は、それぞれＲ及びＢの増減
を表示するためのＬＥＤである。
【００６１】
　スイッチ４５～４８が１回押されると、ＰＩＯ２５を経由してＣＰＵ２１に入力され、
ＣＰＵ２１は、ＲＡＭ２３に格納されている、Ｒ又はＢのゲインパラメータを１だけ変更
して、再びＲＡＭ２３に格納すると共に、映像信号処理回路１８を制御して、Ｒ又はＢの
ゲインをパラメータを１つ分、調整する。
【００６２】
　また、ＰＩＯ２５を通じて、操作パネル３３のＬＥＤ４９又は５０の表示を１だけ変更
する。なお、前記Ｒ及びＢゲイン調整スイッチの他、画像拡大率切り替えスイッチ・画像
強調レベル切り替えスイッチ・子画面表示スイッチなど、その他の映像信号の表示設定パ
ラメータの設定を行うためのスイッチについても、Ｒ，Ｂゲイン調整スイッチと同様に、
ＰＩＯ２５を経由して、ＣＰＵ２１に入力される。
【００６３】
　そしてＣＰＵ２１は、ＲＡＭ２３内にある各パラメータを変更すると共に、映像信号処
理回路１８を調整する事により、モニタ４に表示される画面の表示設定を行う。
【００６４】
　続いて、本実施例の動作について説明する。図１７～１９は、モニタ４の表示画面を示
す。図１７，１８は、ユーザ名表示画面４ａを示し、それぞれユーザ名の入力前及び入力
後を示す。図１９は、内視鏡２で撮像された内視鏡画像の表示画面４ｂを示す。
【００６５】
　図２０～２５は、本実施例の動作を示すフローチャート及び内視鏡２内にある不揮発性
メモリ１２のメモリマップを示す。より具体的には図２０、２１は、画像処理装置３及び
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内視鏡２内での表示設定パラメータの記憶処理を示すフローチャート、図２２は、表示設
定パラメータの記憶処理中における、不揮発性メモリ１２のメモリマップを示す。図２３
，２４は、画像処理装置３及び内視鏡２内での表示設定パラメータの読み出し処理を示す
フローチャート、図２５は、表示設定パラメータの読み出し処理中における、不揮発性メ
モリ１２のメモリマップを示す。
【００６６】
　始めに、各表示設定パラメータの記憶処理について図２０及び図２１を参照して説明す
る。　
　まず、内視鏡２を、画像処理装置３に接続後、操作パネル３３にある、図示しないユー
ザ名表示スイッチをＯＮする（図２０のステップＳ６１）。このＯＮ信号は、ＰＩＯ２５
を経由して、ＣＰＵ２１に入力される。ＣＰＵ２１は、前記ＯＮ信号により、表示コント
ローラ２８及び映像信号切替回路３０を、制御する事により、モニタ４にユーザ名表示画
面４ａ（図１７）を表示する。
【００６７】
　表示後、キーボード３２によりユーザ名の文字を入力する（ステップＳ６２）。入力さ
れた文字信号はＳＩＯ２４を経由して、ＣＰＵ２１に入力される。ＣＰＵ２１は、表示コ
ントローラ２８を制御する事により、モニタ４に文字を表示する（図１８）と共に、ユー
ザ入力文字が決定された場合、（例えばキーボード３２からＲＥＴＵＲＮキーが入力され
た場合）ＲＡＭ２３に前記ユーザ入力文字を格納する。
【００６８】
　そして、ユーザ名表示スイッチをＯＦＦした（ステップＳ６３）後、ＯＦＦ信号は、Ｐ
ＩＯ２５を経由して、ＣＰＵ２１に入力され、ＣＰＵ２１は、映像信号切替回路３０を制
御する事により、モニタ４に内視鏡画像の表示画面４ｂ（図１９）を表示する。
【００６９】
　表示後、モニタ４の画面を確認しながら、操作パネル３３にある各表示設定パラメータ
スイッチを押す事により、ＰＩＯ２５を経由して、ＣＰＵ２１に入力され、ＣＰＵ２１は
、前記スイッチによって設定された各表示設定パラメータをＲＡＭ２３に格納すると共に
、映像信号処理回路１８を制御することにより、表示画面の設定を行う（ステップＳ６４
）。
【００７０】
　前記表示設定パラメータを設定後、操作パネル３３にある図示しない記憶スイッチをＯ
Ｎする（ステップＳ６５）。そのＯＮ信号は、ＰＩＯ２５を経由して、ＣＰＵ２１に入力
される。
【００７１】
　ＣＰＵ２１は、まずＲＡＭ２３に格納されたユーザ名を読み出し、ユーザ名記憶コマン
ドと共に、ＳＩＯ２４を経由して、内視鏡２に送信する（ステップＳ６６）。内視鏡２側
では、ＣＰＵ１３が、前記ユーザ名を受信後（図２１のステップＳ７０）、ユーザ名を不
揮発性メモリ１２に記憶する（ステップＳ７１）。
【００７２】
　図２２は、表示設定パラメータの記憶処理における不揮発性メモリ１２のメモリマップ
を示す。ユーザ名（例えば「ＵＳＥＲ１」）を不揮発性メモリ１２の例えば００ｈ番地に
記憶し、次の０１番地には、前記ユーザ名に関連付けて記憶する表示設定パラメータを格
納するアドレス番地データ（例えば８０ｈ）を格納する。
【００７３】
　前記ユーザ名を不揮発性メモリ１２に記憶後、画像処理装置３に応答コマンドを送信す
る（図２１のステップＳ７２）。画像処理装置３側では、ＳＩＯ２４を経由して、応答コ
マンドを受信後（図２０のステップＳ６７）、ＲＡＭ２３に格納された各表示設定パラメ
ータを読み出し、表示設定パラメータ記憶コマンドと共に、ＳＩＯ２４を経由して内視鏡
２に送信する（ステップＳ６８）。
【００７４】
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　内視鏡２側では、前記各表示設定パラメータを受信し（図２１のステップＳ７３）、不
揮発性メモリ１２の８０ｈ番地に記憶し、前もって記憶したユーザ名に関連づけて記憶す
る（ステップＳ７４）。
【００７５】
　ＣＰＵ１３は、前記パラメータを不揮発性メモリ１２に記憶後、画像処理装置３に、応
答コマンドを送信し（ステップＳ７５）、画像処理装置３では、ＳＩＯ２４を経由して、
応答コマンドを受信して、記憶処理を終了する（図２０のステップＳ６９）。
【００７６】
　複数のユーザ各々について、各表示設定パラメータを不揮発性メモリ１２に記憶する場
合は、前記記憶処理を繰り返し行う。その時、内視鏡２内の不揮発性メモリ１２内のメモ
リマップは、ユーザ名＋ユーザ名に対応した表示設定パラメータを記憶するアドレス番地
データを、アドレス０２、０４番地…と順に記憶し、各ユーザ名に対応した表示設定パラ
メータを８４，８８…番地に記憶する（図２５参照）。
【００７７】
　なお、前記記憶処理では、ユーザ名設定後に、各表示設定パラメータを設定しているが
、その順番に制限はなく、先に前記設定パラメータを設定後、ユーザ名を設定してもよい
。
【００７８】
　次に、各表示設定パラメータの読み出し処理について説明する。　
　まず、内視鏡２を画像処理装置３に接続後、操作パネル３３内にある、図示しないユー
ザ名表示スイッチをＯＮする（図２３のステップＳ７６）。このＯＮ信号は、ＰＩＯ２５
を経由して、ＣＰＵ２１に入力される。ＣＰＵ２１は、前記ＯＮ信号により、表示コント
ローラ２８及び映像信号切替回路３０を、制御する事により、モニタ４にユーザ名表示画
面４ａ（図１７）を表示する。
【００７９】
　表示後、キーボード３２によりユーザ名の文字を入力する（ステップＳ７７）。入力さ
れた文字信号はＳＩＯ２４を経由して、ＣＰＵ２１に入力される。ＣＰＵ２１は、表示コ
ントローラ２８を制御する事により、モニタ４に文字を表示すると共に（図１８）、ユー
ザ入力文字が決定した場合、（例えばキーボード３２からＲＥＴＵＲＮキーが入力された
場合）ＲＡＭ２３に前記ユーザ入力文字を格納する。
【００８０】
　ユーザ名表示スイッチをＯＦＦすると（ステップＳ７８）、ＯＦＦ信号は、ＰＩＯ２５
を経由して、ＣＰＵ２１に入力され、ＣＰＵ２１は、映像信号切替回路３０を制御する事
により、モニタ４に内視鏡画像の表示画面４ｂ（図１９）を表示する。表示後、操作パネ
ル３３内にある図示しない読み出しスイッチをＯＮする（ステップＳ７９）。
【００８１】
　ＯＮ信号は、ＰＩＯ２５を経由して、ＣＰＵ２１に入力される。ＣＰＵ２１は、まずＲ
ＡＭ２３に格納されたユーザ名を読み出し、表示設定パラメータ読み出しコマンドと共に
、ＳＩＯ２４を経由して、内視鏡２に送信する（ステップＳ８０）。内視鏡２側では、Ｃ
ＰＵ１３が、前記ユーザ名を受信後（図２４のステップＳ８５）、ユーザ名に対応した表
示設定パラメータを読み出す。
【００８２】
　図２５は、表示設定パラメータの読み出し処理中における不揮発性メモリ１２のメモリ
マップを示す。まず、不揮発性メモリ１２の、００ｈ番地に格納されているユーザ名を読
み出し（図２４のステップＳ８６）、受信したユーザ名と一致するか確認する（ステップ
Ｓ８７）。
【００８３】
　一致した場合は、０１番地に記憶された前記ユーザ名に関連付けて記憶されている表示
設定パラメータを格納するアドレス番地を読み出して、ユーザ名に対応した表示設定パラ
メータを読み出し（ステップＳ８８）、画像処理装置３に送信する（ステップＳ８９）。
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　画像処理装置３側では、ＳＩＯ２４を経由して、前記表示設定パラメータを受信する（
図２３のステップＳ８１）。ＣＰＵ２１は、受信した表示設定パラメータをＲＡＭ２３に
格納すると共に、映像信号処理回路１８を制御して、モニタ４の表示画面の設定を行う（
ステップＳ８３）。
【００８４】
　一方、内視鏡２側において、受信したユーザ名と００ｈ番地にあるユーザ名が一致しな
かった場合は、不揮発性メモリ１２からユーザ名を読み出すためのアドレス値を＋０２（
ｈ）し（図２４のステップＳ９０）、次のユーザ名を読み出し、受信したユーザ名と一致
するか確認する（ステップＳ８７）。
【００８５】
　一致した場合は、前記読み出し処理と同様に、不揮発性メモリ１２から、前記ユーザ名
に対応した表示設定パラメータを読み出した後に、画像処理装置３に送信する。しかし、
アドレス値が、例えば（最後のユーザ名のアドレス値としての）１Ｅｈを超えた場合は（
ステップＳ９１）、不揮発性メモリ１２に記憶された全てのユーザ名と一致しないと判断
し、Ｎｏ　Ｄａｔａコマンドを送信する（ステップＳ９２）。
【００８６】
　画像処理装置３では、ＳＩＯ２４を経由して、前記コマンドを受信し、Ｎｏ　Ｄａｔａ
コマンドであるかの判断（図２３のステップＳ８２）により、これに該当することを確認
した後、入力したユーザ名に対応した表示設定パラメータが、内視鏡２内の不揮発性メモ
リ１２にない事を示すため、表示コントローラ２８及び映像信号切替回路３０を制御して
、Ｎｏ　Ｄａｔａである事をモニタに表示する（ステップＳ８４）。
【００８７】
　なお、前記読み出し処理では、操作パネル３３にあるユーザ名表示スイッチをＯＦＦ後
に、読み出しスイッチを押しているが、ユーザ名表示スイッチをＯＦＦする前に押しても
よい。
【００８８】
　また、本実施例において、操作パネル３３の各スイッチは、各スイッチがＯＮの場合は
、各スイッチに対応した図示しないＬＥＤを点灯するように制御してもよく、また、操作
パネル３３の各スイッチは、キーボード側にあってもよい。
【００８９】
　このように、本実施例では、ユーザ名を入力する事により、ユーザ毎の表示設定パラメ
ータの記憶及び読み出し処理が可能となり、よってユーザ毎の表示画面の設定が容易に行
える。
【実施例４】
【００９０】
　続いて、本発明の実施例４について図２６ないし図３２を参照して説明する。本実施例
のハードウェアの構成は図１４と同様である。
【００９１】
　図２６，２８，３０，３１，３２は、本発明の第４実施の形態の動作を示すフローチャ
ート及び内視鏡２内にある不揮発性メモリ１２のメモリマップを示す。　
　具体的には、図２６，２８は、画像処理装置３及び内視鏡２内での表示設定パラメータ
の記憶処理を示すフローチャート、図３０は、表示設定パラメータの記憶処理中における
不揮発性メモリ１２のメモリマップである。図３１，３２は、画像処理装置３及び内視鏡
２内での表示設定パラメータの読み出し処理を示すフローチャートである。また、図２７
は選択スイッチの１例を示し、図２９は選択番号とこれに対応した不揮発性メモリ１２の
アドレス番地との対応テーブルを示す。
【００９２】
　始めに、各表示設定パラメータの記憶処理について説明する。　
　まず、モニタ４に内視鏡画像の表示画面４ｂ（図１９）を確認しながら、操作パネル３
３にある表示設定パラメータスイッチを押す事により、ＣＰＵ２１は、ＲＡＭ２３に格納
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された各表示設定パラメータを変更して、再び格納すると共に、映像信号処理回路１８を
調整することで、モニタ４の表示画面を設定する（図２６のステップＳ９３）。
【００９３】
　前記表示画面設定後、操作パネル３３にある選択スイッチにより、内視鏡２の不揮発性
メモリ１２の、例えば３つの記憶領域から１つを選択するための選択番号を選択する（ス
テップＳ９４）。
【００９４】
　図２７は前記選択スイッチの一例を示す。選択スイッチ５２を押す毎に、ＰＩＯ２５を
経由してＣＰＵ２１に入力され、記憶領域番号を１→２→３→１…と変更してＲＡＭ２３
に記憶すると共に、ＰＩＯ２５を経由して、ＬＥＤ５３を制御し、選択した領域番号を点
灯する。
【００９５】
　なお、前記選択番号は、ユーザ毎に割り当てられるものであるため、前記選択スイッチ
５２により、選択番号を選択する事で、ユーザ毎に表示設定パラメータの記憶及び読み出
し処理が可能となる。　
　前記選択スイッチ５２による選択後、操作パネル３３内の記憶スイッチをＯＮすると（
図２６のステップＳ９５）、ＰＩＯ２５を経由して、ＣＰＵ２１に入力される。
【００９６】
　ＣＰＵ２１は、ＲＡＭ２３に格納され、選択番号及び各表示設定パラメータを読み出し
、ＳＩＯ２４を経由して、表示設定パラメータ記憶コマンドと共に、内視鏡２に送信する
（ステップＳ９６）。内視鏡２側では、ＣＰＵ１３が、前記選択番号及び表示設定パラメ
ータを受信後（図２８のステップＳ９８）、まず前記選択番号に対応したアドレスを読み
出す（ステップＳ９９）。
【００９７】
　図２９は、ＣＰＵ１３内のＲＯＭに格納された、選択番号に対応した不揮発性メモリ１
２のアドレス番地を表すテーブルを示す。選択番号の１，２，３の番号を受信した場合は
、ＣＰＵ１３により、内部のＲＯＭから、それぞれ００ｈ，０４ｈ，０８ｈを読み出す。
　前記読み出したアドレスより、例えば、アドレス値が００ｈの時は、不揮発性メモリ１
２のアドレス００ｈ番地に表示設定パラメータを記憶し（ステップＳ１００）、画像処理
装置３に応答コマンドを送信する（ステップＳ１０１）。画像処理装置３では、応答コマ
ンドを受信し（図２６のステップＳ９７）、記憶処理を終了する。
【００９８】
　続いて、各表示設定パラメータの読み出し処理について説明する。　
　まず、内視鏡２を画像処理装置３に接続後、操作パネル３３内にある選択スイッチを押
して選択する事（図３１のステップＳ１０２）により、ＰＩＯ２５を経由して、ＣＰＵ２
１に入力され、ＲＡＭ２３に選択された選択番号が格納される。
【００９９】
　操作パネル３３内にある図示しない読み出しスイッチをＯＮすると（ステップＳ１０３
）、ＰＩＯ２５を経由してＣＰＵ２１に入力される。ＣＰＵ２１は、ＲＡＭ２３に格納さ
れた前記選択番号を読み出し、ＳＩＯ２４を経由して、表示設定パラメータ読み出しコマ
ンドと共に、内視鏡２に送信する（ステップＳ１０４）。
【０１００】
　内視鏡２側では、ＣＰＵ１３が、前記選択番号を受信後（図３２のステップＳ１０７）
、ＣＰＵ１３内のＲＯＭに格納されたテーブル（図２９）により、前記選択番号に対応し
たアドレスを読み出し（ステップＳ１０８）、不揮発性メモリ１２の前記アドレス番地に
格納された表示設定パラメータを読み出す（ステップＳ１０９）。その後、読み出した表
示設定パラメータを画像処理装置３に送信する（ステップＳ１１０）。
【０１０１】
　画像処理装置３では、前記表示設定パラメータがＳＩＯ２４を経由してＣＰＵ２１に入
力されると（図３１のステップＳ１０５）、ＣＰＵ２１は、受信した表示設定パラメータ
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をＲＡＭ２３に格納すると共に、映像信号処理回路１８を制御して、表示設定パラメータ
の設定を行う（ステップＳ１０６）。
【０１０２】
　このように、実施例４では、選択スイッチ５２により、ユーザ毎に割り当てられた選択
番号を選択する事で、ユーザ毎に表示設定パラメータの記憶及び読み出し処理が可能とな
り、ユーザ毎の表示画面の設定が容易に行える。
【０１０３】
　以上説明したように、第３及び実施例４によれば、内視鏡装置５′は、同一の内視鏡２
において、撮像信号を適切に表示するための複数の設定情報を、ユーザ毎に記憶し、かつ
ユーザ毎に読み出す事が可能であるため、同一の内視鏡２においてユーザは、一度、設定
情報を設定すれば、再設定が不要となる。
【０１０４】
　また、前記設定情報を記憶する記憶部を内視鏡側に設けたので、画像処理装置側に、以
下の（ａ），（ｂ）の手段を設ける必要がない。　
（ａ）　内視鏡を識別する手段
（ｂ）接続する全ての内視鏡において、ユーザ毎に設定される設定情報を、記憶する記憶
部
　従って、構成を簡単化できる。
【実施例５】
【０１０５】
　次に本発明の実施例５を説明する。　
　図３３は実施例５の内視鏡装置の概略ブロック図である。この内視鏡装置６０は患者の
体腔内患部に挿入されるスコープ部８内視鏡部）６１と、このスコープ部６１がコネクタ
６２，６３によって接続されるプロセッサ本体部６４と、患者データ等を入力するキーボ
ード６５で構成されている。また、表示用のモニタ６６のほかにファイリング装置などの
外部記憶装置６７が接続可能になっている。
【０１０６】
　スコープ部６１は挿入部の先端部にＣＣＤ等の固体撮像素子６８を有し、この固体撮像
素子６８によって体腔内患部画像を撮像するようになっている。この撮像素子からの出力
信号は信号線とコネクタ６２，６３を介してプロセッサ本体部６４の映像信号処理回路７
０に入力され、この映像信号処理回路７０から更にも文字信号重畳回路７１を介してモニ
タ６６に出力される。
【０１０７】
　そして、スコープ部６１の先端部の固体撮像素子６８で撮像された患部の画像信号はプ
ロセッサ本体部６４内において映像信号処理されるとともに、患者データを重畳してモニ
タ６６に表示されるようになっている。
【０１０８】
　また、スコープ部６１には記憶部７２が設けられ、この記憶部７２はコネクタ６２を介
してプロセッサ本体部６４内に設けられているＣＰＵ７３に接続されている。
【０１０９】
　記憶部７２は修理・点検時の管理に必要なデータを記憶する。この記憶されるデータと
しては、使用者の施設名，所属部署等や修理点検の来歴等があり、納品時直後のスコープ
部６１内の記憶部７２に施設名，所属部署の情報がない場合はプロセッサ本体部６４に接
続されたキーボード６５より施設名，所属部署を入力し、入力された施設名，所属部署等
のデータはＣＰＵ７３によってスコープ部６１内の記憶部７２に書き込まれる。　
　更にスコープ部６１内の記憶部７２に書き込まれているデータはＣＰＵ７３を経由して
外部記憶装置６７に情報を転送する。
【０１１０】
　図３４は修理・点検時における実施の形態を示す概略ブロック図である。スコープ部６
１内の記憶部７２はアダプタ・ケーブル７５のコネクタ７７をコネクタ６２に接続するこ
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とによりパソコン７６に接続される。そして、修理点検時には使用者の施設名，所属部署
等のユーザ情報を記憶部７２から読み出し、修理・点検終了後に修理・点検の来歴を記憶
部７２に書き込む。
【０１１１】
　図３５は記憶部７２の実施の形態を示す概略ブロック図である。記憶部７２はＥＥＰＲ
ＯＭ７７等の書き込み可能な不揮発性メモリで構成されており、接続されるプロセッサ内
のＣＰＵ等によって制御される。
【０１１２】
　図３６は記憶部７２の他の実施の形態を示す概略ブロック図であり、記憶部７２内にＥ
ＥＰＲＯＭ７７等の書き込み可能な不揮発性メモリの他に、さらにＣＰＵ７８を設けたも
ので、このＣＰＵ７８を介して通信することでデータのやり取りを行うことができるよう
にしても良い。
【０１１３】
　本実施例の内視鏡装置６０によれば、記憶部７２に使用者の施設名、所属部署等のユー
ザ情報や修理・点検の来歴を記憶されるので、例えば遠隔地の施設に対する配慮や誤った
使用法による故障などが把握でき、サービスの向上に寄与することができる。また、デー
タを外部記憶装置６７に転送することで、記憶部７２のメモリ容量を大きくすることなく
、更新される来歴データに対して対応が可能となる。
【０１１４】
［付記］
１－０．被検体内に挿入されると共に周辺機器に接続される内視鏡において、
　接続された前記周辺機器を判別する判別手段と、
　前記判別手段の判別結果に基づき、前記周辺機器による前記内視鏡の通電回数を積算す
る積算手段と、
　前記積算手段の積算結果を記憶する記憶手段と、
　を設けたことを特徴とする内視鏡。
【０１１５】
１－０－１．前記内視鏡は接続された周辺機器に対し、送信及び受信する通信機能を有し
、前記判別手段は通信機能により、接続された周辺機器に対し、機器判別の情報を送るよ
うに送信した際の応答結果から、接続された周辺機器の判別を行う付記１－０の内視鏡。
１－０－２．前記記憶手段は前記通電回数を書き換え可能なメモリである付記１－０の内
視鏡。
【０１１６】
１－１．体腔内を撮像する内視鏡と、前記内視鏡と接続可能であり内視鏡検査時に不可欠
で使用される特定周辺装置を含む複数の周辺装置とを備えた内視鏡装置において、
　前記内視鏡は、該内視鏡と接続した周辺装置を判別する手段と、
　前記内視鏡と接続した周辺装置の通電された回数を累積する手段と、
　前記累積した通電回数を前記接続した周辺装置に送信する手段と、
　前記累積した通電回数を記憶する記憶手段とを内視鏡側に設け、
　前記記憶手段は前記累積された通電回数を書き換え可能である事を特徴とする内視鏡装
置。
【０１１７】
１－２．前記通電された回数を累積する手段は、前記内視鏡と接続した周辺装置を判別す
る手段により、前記内視鏡と接続可能な複数の周辺装置の内、特定周辺装置を判別した場
合のみ、前記特定周辺装置を判別後に通電回数の累積を行う事を特徴とする付記１－１の
内視鏡装置。
【０１１８】
１－３．前記内視鏡の点検時期に関する情報を記憶する手段と、前記累積した通電回数と
前記点検時期に関する情報から点検時期を判定する手段とを、内視鏡側又は前記特定周辺
装置側に具備し、かつ前記点検時期を判定する手段によって判定された判定結果を表示、
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警報、点灯、又は点滅する手段を、前記特定周辺装置側に具備する事を特徴とする付記１
－２の内視鏡装置。
【０１１９】
１－４．前記内視鏡及び、前記内視鏡と接続可能な複数の周辺装置のうち一部の周辺装置
は、シリアルインターフェースで通信する手段を有し、かつ、前記内視鏡が、前記内視鏡
と接続した前記一部の周辺装置を判別する手段は、前記一部の周辺装置からシリアルイン
ターフェースで送信された前記一部の周辺装置に関する判別情報により、判別を行う事を
特徴とする付記１－３の内視鏡装置。　
１－５．前記内視鏡は、挿入部の先端側に固体撮像素子を配設している電子内視鏡である
事を特徴とする付記１－４の内視鏡装置。
【０１２０】
２－１．体腔内を撮像する内視鏡と、前記内視鏡と着脱可能な周辺装置を有する内視鏡装
置において、
　内視鏡を使用するために必要不可欠な複数の情報を記憶するための記憶部を内視鏡側に
設け、かつ前記記憶部は、書き換え可能である事を特徴とする内視鏡装置。
【０１２１】
２－２．体腔内を撮像する内視鏡と、前記内視鏡からの撮像信号データを信号処理する信
号処理装置を有し、前記内視鏡と信号処理装置は着脱可能である内視鏡装置において、
　複数のユーザ毎に設定される、前記内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための複数
の設定情報と、
　前記ユーザを識別する識別情報とを記憶するための記憶部とを、内視鏡側に設け、
　前記内視鏡装置に具備する操作部より、前記複数の設定情報及び前記識別情報を入力す
る手段と、
　前記操作部より入力された複数の設定情報を、操作部より入力された識別情報に関連付
けて、前記内視鏡側の記憶部に記憶すると共に、前記操作部より入力された前記複数の設
定情報より、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための制御手段と、
　前記内視鏡側に設けられた記憶部から、前記識別情報に関連付けて、前記複数の設定情
報を読み出す手段と、
　前記読み出された設定情報により、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための制御
手段と、
　を有する事を特徴とする内視鏡装置。
【０１２２】
２－３．前記ユーザを識別する識別情報は、モニタに表示可能である事を特徴とする付記
２－２の内視鏡装置。　
２－４．前記ユーザ毎に設定される複数の設定情報は、前記撮像信号の色調を調整するパ
ラメータを含む事を特徴とする付記２－２の内視鏡装置。　
２－５．前記ユーザ毎に設定される複数の設定情報は、前記撮像信号のＲＧＢ信号のゲイ
ンを調整するパラメータを含む事を特徴とする付記２－２の内視鏡装置。
【０１２３】
２－６．前記ユーザ毎に設定される複数の設定情報は、撮像信号より得られる内視鏡画像
の拡大率に関するパラメータを含む事を特徴とする付記２－２の内視鏡装置。　
２－７．前記ユーザ毎に設定される複数の設定情報は、撮像信号より得られる内視鏡画像
の子画面表示に関するパラメータを含む事を特徴とする付記２－２の内視鏡装置。　
２－８．前記ユーザ毎に設定される複数の設定情報は、撮像信号より得られる内視鏡画像
の画像強調レベルに関するパラメータを含む事を特徴とする付記２の内視鏡装置。
【０１２４】
（付記２－１～２－８の背景）
（従来の技術）
　近年、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための設定情報を、内視鏡側で記憶する
手段を有する内視鏡装置が提案されている。　
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　例えば、特開平９－１１３８２０では、電子内視鏡側に、被観察画像の表示色に関する
固有データを記憶するメモリを設け、コントロールユニット側で調整された固有データを
前記電子内視鏡側にあるメモリに記憶する。
【０１２５】
　また、特公平８－２２２７２では、内視鏡本体に、少なくとも撮像して表示する際の設
定条件として必要な諸情報を記憶する書き換え可能な記憶部を設け、ビデオプロセス側の
記憶部制御手段により、前記諸情報の読み出し、書き込みを行う。　
　その他、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための設定情報を信号処理装置側に記
憶する内視鏡装置も、提案されている。
【０１２６】
（解決しようとする課題）
　しかし、複数のユーザがいる病院施設においては、同一のスコープに対して複数のユー
ザが使用する事が多い。　
　ところが、複数のユーザが、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための設定情報を
、内視鏡側に記憶する場合、前述した従来例では、以下の手段を行う事ができない。　
ａ．同一の内視鏡に、複数のユーザ毎に、前記設定情報を記憶。　
ｂ．前記内視鏡から、前記設定情報を、ユーザ毎に読み出す。　
　そのため、あるユーザが、１つの内視鏡に前記設定情報を記憶しても、別のユーザが同
一のスコープを使う際には、前記設定情報を上書きして新しい設定情報を記憶してしまう
ため、ユーザは、各自で記憶した設定情報を読み出す事ができず、問題であった。
【０１２７】
　一方、複数の内視鏡を有する施設においては、内視鏡を着脱する信号処理装置側に、前
記設定情報を記憶する場合、それぞれの内視鏡ごとに、前記設定情報を記憶しておく必要
があるため、以下の手段が必要である。　
ｃ．内視鏡側に、内視鏡を識別する識別部を設ける。　
ｄ．信号処理装置には、前記内視鏡毎にある識別部より、それぞれの内視鏡を識別するた
めの、識別手段。　
　又、信号処理装置側は、ユーザが使用する全ての内視鏡について、前記設定情報を記憶
しなければならず、機器の大型化につながり、問題であった。
【０１２８】
（目的）
　これらの事情にかえりみてなされたもので、複数のユーザが同一のスコープを使用した
場合でも、ユーザ毎の設定情報の記憶及び読み出しが可能であり、かつ構成が容易な内視
鏡装置を提供する事を目的とする。
【０１２９】
（課題を解決するための手段および作用）
（手段）
　この内視鏡装置は、体腔内を撮像する内視鏡と、前記内視鏡と着脱可能な装置を有する
内視鏡装置において、内視鏡を使用するために必要不可欠な複数の情報を記憶するための
記憶部を内視鏡側に設け、かつ前記記憶部は、書き換え可能である事を特徴とする。　
　また、体腔内を撮像する内視鏡と、前記内視鏡からの撮像信号データを信号処理する信
号処理装置を有し、前記内視鏡と信号処理装置は着脱可能である内視鏡装置において、複
数のユーザ毎に設定される、前記内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための複数の設
定情報と、前記ユーザを識別する識別情報とを記憶するための記憶部を、内視鏡側に設け
、前記内視鏡装置に具備する操作部より、前記複数の設定情報及び前記識別情報を入力す
る手段と、前記操作部より入力された複数の設定情報を、操作部より入力された識別情報
に関連付けて、前記内視鏡側の記憶部に記憶すると共に、前記操作部より入力された前記
複数の設定情報より、内視鏡からの撮像信号を適切に表示するための制御手段と、前記内
視鏡側に設けられた記憶部から、前記識別情報に関連付けて、前記複数の設定情報を読み
出す手段と、前記読み出された設定情報により、内視鏡からの撮像信号を適切に表示する
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ための制御手段を有する事も特徴とする。　
　また、前記ユーザを識別する識別情報は、モニタに表示可能である事も特徴とする。
【０１３０】
　一方、前記ユーザ毎に設定される複数の設定情報は、前記撮像信号の色調を調整するパ
ラメータ、前記撮像信号のＲＧＢ信号のゲインを調整するパラメータ、撮像信号より得ら
れる内視鏡画像の拡大率に関するパラメータ、撮像信号より得られる内視鏡画像の子画面
表示に関するパラメータ、又は撮像信号を得られる内視鏡画像の画像強調レベルに関する
パラメータを含む事を特徴とする。
【０１３１】
（作用）
　前記内視鏡装置は、同一の内視鏡において、撮像信号を適切に表示するための複数の設
定情報を、ユーザ毎に記憶し、かつユーザ毎に読み出す事を可能であるため、同一スコー
プにおいて、ユーザは、一度、設定情報を設定すれば、再設定が不要となる。　
　また、前記設定情報を記憶する記憶部を内視鏡側に設けたので、信号処理装置側に、以
下の手段を設ける必要がない。
【０１３２】
ａ．内視鏡を識別する手段
ｂ．接続する全ての内視鏡において、ユーザ毎に設定される設定情報を、記憶する記憶部
　よって、構成を容易にできる。
【０１３３】
３－１．スコープと内視鏡装置とが着脱自在の電子内視鏡装置において、スコープ側に不
揮発性記憶部を設け、前記記憶部に施設名，所属部署等の情報を書き込むことを特徴とす
る電子内視鏡。　
３－２．スコープと内視鏡装置を接続後、スコープ内の記憶部に施設名，所属部署等の情
報が記憶されていない場合は、内視鏡装置等で施設名，所属部署を入力、スコープ内の不
揮発性記憶部に書き込むことを特徴とする付記３－１に記載の電子内視鏡装置。
【０１３４】
３－３．スコープと内視鏡装置とが着脱自在の電子内視鏡装置において、スコープ側に不
揮発性記憶部を設け、前記記憶部に修理，点検記録等の情報を書き込むことを特徴とする
電子内視鏡。　
３－４．スコープと内視鏡装置とが着脱自在の電子内視鏡装置において、スコープ側に不
揮発性記憶部を設け、前記記憶部に施設名，所属部署等の情報及び修理，点検記録等の情
報を読み出すことを特徴とする電子内視鏡。　
３－５．スコープと内視鏡装置とが着脱自在かつ外部記憶装置が接続可能の電子内視鏡装
置において、スコープ側に不揮発性記憶部を設け、修理，点検記録等の情報を読み出し、
外部記憶装置に前記情報を転送すること特徴とする電子内視鏡。
【０１３５】
（付記３－１～３－５の背景）
（従来の技術）
　近年、電荷結合素子（ＣＣＤと記す。）等の固体撮像素子を用いた電子内視鏡が広く用
いられるようになった。
【０１３６】
　上記電子内視鏡では光電変換する撮像手段を有するため、その出力信号に対し、信号処
理とかＶＴＲとか画像ファイリング装置等で記録することが容易である。
【０１３７】
　電子内視鏡は、例えば体腔内患部に挿入して使用されるため、定期的な点検保守管理が
必要とされる。
【０１３８】
　ところで電子スコープにおいても目的部位に応じて長さの長短や細径のものから太径の
ものまで多種類のものまであり、用途に応じて使い分けられており、複数の種類のの電子
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スコープに対し、１台の処理装置で使用する場合や複数台の電子スコープ対して複数台の
処理装置で使用する場合がある。
【０１３９】
（解決しようとする課題）
　内視鏡は体腔内に挿入され、使用される特殊性のため、安全性を確保する必要がある。
そのため定期的な点検等を必要とする。またユーザの使用前点検等で異常が発見時には、
保守修理を行うこととなっている。　
　しかし現状での修理・点検時の管理において、スコープ毎の識別は製造番号のみで管理
している。そのためスコープ本体からは修理・点検の来歴やユーザ側の情報を検索をする
ことはできず、製造番号のみの管理では製造番号毎にデータ・ベースを構築して管理する
しかなく、非常に煩わしい。
【０１４０】
（課題を解決するための手段および作用）
（手段）
　スコープと内視鏡装置とが着脱自在の電子内視鏡において、スコープ側に不揮発性記憶
部を設け、前記記憶部に使用者の施設名，所属部署等の情報や点検・修理の来歴等の情報
を書き込み、そして読み出すことを特徴とする。
【０１４１】
（作用）
　本発明の内視鏡装置によれば、スコープ側に設けられた。記憶部から使用者の施設名，
所属部署等の情報や点検・修理の来歴を読み出し点検・修理時の管理情報として使用する
ことにより管理が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【０１４２】
【図１】本発明の実施例１を備えた内視鏡システムの構成図。
【図２】図１における通信機能を備えた画像処理装置を含む内視鏡装置の構成図。
【図３】内視鏡内の電源ＯＮ後の立ち上げ時の動作を示すフローチャート図。
【図４】通信機能を有する画像処理装置又は洗浄装置からシリアルインターフェースで受
信したデータの処理動作を示すフローチャート図。
【図５】内視鏡の通電回数を累積する動作のフローチャート図。
【図６】内視鏡からシリアルインターフェースで送信され、通信機能を有する画像処理装
置に受信された受信データの処理動作を示すフローチャート図。
【図７】通信機能を有する画像処理装置からシリアルインターフェースで送信する処理動
作のフローチャート図。
【図８】本発明の実施例２における通電回数を判定する処理動作のフローチャート図。
【図９】内視鏡内の電源ＯＮ後の立ち上げ動作を示すフローチャート図。
【図１０】画像処理装置等からシリアルインターフェースで受信した複数のデータ要求コ
マンドに対する処理動作を示すフローチャート図。
【図１１】内視鏡から送信された複数データをシリアルインターフェースで受信した時の
複数データの処理動作を示すフローチャート図。
【図１２】画像処理装置等から内視鏡にシリアルインターフェースで送信する場合の処理
動作を示すフローチャート図。
【図１３】通電回数を判別し判別結果を決定する処理動作を示すフローチャート図。
【図１４】本発明の実施例３の内視鏡及び画像処理装置の詳細な構成を示すブロック図。
【図１５】映像信号処理回路の構成を示すブロック図。
【図１６】操作パネルにおける複数の表示設定パラメータのうち、映像信号のＲ及びＢ信
号のゲイン調整を行うためのスイッチの一例を示す図。
【図１７】ユーザ名表示画面を示す図。
【図１８】ユーザ名表示画面を示す図。
【図１９】内視鏡で撮像された内視鏡画像の表示画面を示す図。
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【図２０】画像処理装置内での表示設定パラメータの記憶処理を示すフローチャート図。
【図２１】内視鏡内での表示設定パラメータの記憶処理を示すフローチャート図。
【図２２】表示設定パラメータの記憶処理中における不揮発性メモリのメモリマップを示
す図。
【図２３】画像処理装置内での表示設定パラメータの読み出し処理を示すフローチャート
図。
【図２４】内視鏡内での表示設定パラメータの読み出し処理を示すフローチャート図。
【図２５】表示設定パラメータの読み出し処理中における不揮発性メモリのメモリマップ
を示す図。
【図２６】本発明の実施例４における画像処理装置内での表示設定パラメータの記憶処理
を示すフローチャート図。
【図２７】選択スイッチの具体例を示す図。
【図２８】内視鏡内での表示設定パラメータの記憶処理を示すフローチャート図。
【図２９】選択番号とこれに対応した不揮発性メモリのアドレス番地との対応テーブルを
示す図。
【図３０】表示設定パラメータの記憶処理中における不揮発性メモリのメモリマップを示
す図。
【図３１】画像処理装置内での表示設定パラメータの読み出し処理を示すフローチャート
図。
【図３２】内視鏡内での表示設定パラメータの読み出し処理を示すフローチャート図。
【図３３】本発明の実施例５を備えた内視鏡装置の全体構成図。
【図３４】修理・点検時の構成を示す図。
【図３５】記憶部の構成例を示す図。
【図３６】記憶部の他の構成例を示す図。
【符号の説明】
【０１４３】
　１…内視鏡システム
　２…内視鏡
　２ａ…通信機能
　２ｂ…装置判別機能
　２ｃ…記憶部
　３Ａ…通信機能を有する画像処理装置
　３Ｂ…通信機能を有さない画像処理装置
　３Ｃ…通信機能を有する洗浄装置
　４…モニタ
　５…内視鏡装置
　６…挿入部
　７…対物レンズ
　８…ＣＣＤ
　９…ＣＣＤ駆動電源
　１１…レギュレータ
　１２…不揮発性メモリ
　１３…ＣＰＵ
　１５…セレクタ
　１６…電源電圧検出器
　１７…コネクタ
　２１…ＣＰＵ
　２２…ＲＯＭ
　２３…ＲＡＭ
　２４…ＳＩＯ
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　２５…ＰＩＯ
　２６…ＷＤＴ
　２８…表示コントローラ
　２９…表示メモリ
　３０…映像信号切替回路
　３１…制御信号生成回路
　３２…キーボード
　３３…操作パネル
　３４…ＬＥＤ
　３５…ブザー
　３６…コネクタ
　３７…ケーブル

【図１】 【図２】
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